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株式会社リーガロイヤルホテル東京 
 
貸借対照表 

 
（２０１９年３月３１日現在） 

                                                                                                 （単位：千円） 

 
 

科    目 金  額 科    目 金  額 

    

    （資産の部） （８,８２２,４３２）   （負債の部） （１０,２７４,２８４）

  流動資産 ７４７,４１４  流動負債 ５２５,０８９ 

    現金及び預金 ２４４,５２７    買掛金 １０１,０４６ 

    売掛金 ２１２,１６３ リース債務 ９,２９０ 

    原材料及び貯蔵品 ２２,１１４      未払金 ３６,７６１ 

    前払費用 １２０,７９１      未払費用 １４７,０９６ 

    未収金 １４６,７５９    未払法人税等 ５３０ 

      その他 １,０５８    前受金 ８７,９０９ 

      預り金 ２５,６２４ 

      賞与引当金 ４２,４２９ 

      リース資産減損勘定 ３０９ 

      その他 ７４,０９２ 

     

     

  固定資産 ８,０７５,０１８  固定負債 ９,７４９,１９４ 

   有形固定資産 －      長期借入金 ８,７３４,０００ 

   無形固定資産 －      リース債務 ２,１３４ 

      長期預り金 ８８９,３７４ 

   投資その他の資産 ８,０７５,０１８      退職給付引当金 １２２,５６３ 

    長期貸付金 ７４０      商品券回収損引当金 ８１４ 

    長期差入保証金    ８,０１３,７１１ 長期リース資産減損勘定 １３６ 

    長期前払費用 ８,９５６    その他 １７０ 

    繰延税金資産 ５１,６１０   

     

     

      （純資産の部） （△１,４５１,８５２）

    株主資本 △１,４５１,８５２ 

      資本金 １０,０００ 

      資本剰余金 ２０,０００ 

   利益剰余金 △１,４８１,８５２ 

       その他利益剰余金 △１,４８１,８５２ 

         繰越利益剰余金 △１,４８１,８５２ 

    

    

 
 

     資 産 合 計 ８,８２２,４３２      負債純資産合計 ８,８２２,４３２ 

  （注）1．千円未満は切り捨てて表示しております。 
     2．当期純損失 ２３５,３９１千円 
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個別注記表 
 

1．重要な会計方針に係る事項に関する注記 

（１）資産の評価基準及び評価の方法 

      たな卸資産（原材料及び貯蔵品）    移動平均法による原価法（収益性の低下による簿価切下げの方法） 

 

（２）固定資産の減価償却の方法 

  ① 有形固定資産（リース資産を除く）   定額法を採用しております。 

      ② 無形固定資産（リース資産を除く）   定額法を採用しております。 

                           なお、自社利用ソフトウエアについては社内における利用可能期間（5 年）に 

                           基づく定額法によっております。 

      ③ リース資産              所有権移転外ファイナンス・リース取引に係るリース資産 

リース期間を耐用年数とし、残存価額を零とする定額法によっております。 

 

（３）引当金の計上基準 

    ①  賞与引当金 

従業員の賞与支給に備えるため、翌事業年度支給見込額のうち、当事業年度の計算期間に対応する金額を計上しており 

ます。 

②  退職給付引当金 

従業員の退職給付に備えるため、当事業年度末における退職給付債務の見込額に基づき計上しております。 

1. 退職給付見込額の期間帰属方法 

 退職給付債務の算定にあたり、退職給付見込額を当事業年度末までの期間に帰属させる方法については、給付算定式    

基準によっております。 

2. 数理計算上の差異の費用処理の方法 

数理計算上の差異は、その発生時の従業員の平均残存勤務期間以内の一定の年数(１０年)による定額法により発生時の   

翌事業年度から費用処理しております。 

③  商品券回収損引当金 

   一定期間経過後に収益に計上した未使用の商品券について、将来の回収時に発生する損失に備えるために、過去の実績 

に基づく将来の回収見込額を計上しております。 

 

（４）その他計算書類の作成のための基本となる重要な事項 

① 消費税等の会計処理 

     消費税及び地方消費税の会計処理は、税抜方式によっております。 

  ② 連結納税制度を採用しております。 
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2. 表示方法の変更 

  （「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」の適用に伴う変更） 

     「『税効果会計に係る会計基準』の一部改正」（企業会計基準第 28 号 平成 30 年 2 月 16 日。）を当事業年度の期首から適用

し、繰延税金資産は投資その他の資産の区分に表示し、繰延税金負債は固定負債の区分に表示する方法に変更しております。 

 

3. 貸借対照表に関する注記 

（１）担保に供している資産 

    該当事項はありません。 

 

（２）有形固定資産の減価償却累計額             ３６６，４８６ 千円 

  

（３）固定資産の圧縮記帳額 

     国庫補助金等による関連事業の固定資産の取得価額から控除している圧縮記帳額の内訳は、次のとおりであります。 

      建物及び構築物                   ３９,２９３ 千円 

      その他（工具、器具及び備品）                       ２,０４９ 千円 

  

（４）関係会社に対する金銭債権及び金銭債務 

          短期金銭債権                                    １０２，００９  千円 

     短期金銭債務                     １３，３１５ 千円 

     長期金銭債務                 ８，７３４，０００ 千円 

 

4. 損益計算書に関する注記 

関係会社との取引高 

   営業取引による取引高 

       売 上 高                    ４８，７３０  千円 

       仕 入 高                      ３５，６７４  千円 

営業取引以外の取引高                  

       支払利息                                        ７３，９７６ 千円 

        

 

5. 株主資本等変動計算書に関する注記 

      当事業年度末における発行済株式の種類及び総数に関する事項 

      普通株式                           １０ 千株   
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6. 金融商品に関する注記 

（１）金融商品の状況に関する事項 

     当社は資金運用については短期的な預金に限定し、親会社からの借入により資金を調達しております。 

 売掛金に係る顧客の信用リスクは、売掛金の管理規程に沿ってリスク低減を図っております。 

借入金の使途は差入保証金(ホテル敷金)・設備投資の為であります。 

 

（２）金融商品の時価等に関する事項 

    2019 年 3 月 31 日における貸借対照表計上額、時価及びこれらの差額については、次のとおりであります。 

なお、時価を把握することが極めて困難と認められるものは、次表に含まれておりません（注２参照）。 

（単位：千円） 

 貸借対照表 

計上額(*) 
時価(*) 差額 

(１)現金及び預金 

(２)売掛金 

(３)買掛金 

(４)未払金 

(５)預り金 

(６)長期借入金 

(７)リース債務 

      244,527

        212,163

 (101,046)

(36,761)

 (25,624)

(8,734,000)

(11,425)

 244,527

        212,163

 (101,046)

(36,761)

(25,624)

 (8,734,000)

(11,317)

     －

    －

     －

－

     －

－

108

(*)負債に計上されているものについては(  )で示しております。      

 

（注１）金融商品の時価の算定方法に関する事項 

（１）現金及び預金、（２）売掛金、（３）買掛金、（４）未払金及び（５）預り金 

     これらは、短期間で決済されるため、時価は帳簿価額にほぼ等しいことから、当該帳簿価額によっております。 

（６）長期借入金 

     長期借入金は変動金利によるものであり、短期間で市場金利を反映し、また、当社の信用状態は実行後と大きく異なっ

ていないことから、時価は帳簿価額と近似していると考えられるため、当該帳簿価額によっております。 

 （７）リース債務 

 リース債務の時価については、新規リース取引を行った場合に想定される利率で割り引いて算出する方法によっており

ます。また、貸借対照表計上額となるリース債務には利息相当額が含まれております。 

（注２）長期貸付金（従業員貸付金、帳簿価額 740 千円）、長期差入保証金（敷金等、帳簿価額 8,013,711 千円）及び長期預り金

（入居テナント敷金等、帳簿価額 889,374 千円）は時価を把握することが極めて困難と認められるため上表には含めており

ません。 

 

7. 税効果会計に関する注記 

繰延税金資産の発生の主な原因は、固定資産減損損失等であります。  
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8. 関連当事者との取引に関する注記 

 

属性 
会社等の名称 

または氏名 
議決権等の所有

（被所有）割合

関連当事者

との関係 
取引の内容 

取引金額 

(千円) 
科目 

期末残高 

(千円) 

 

親会社 

 

 

 

㈱ロイヤルホテル 

 

 

 

被所有 

１００．０％ 

 

 

資金の貸付 

資金の借入 

役員の兼務 

 

資金の借入 

支払利息(注 1） 

経営指導料(注 2)  

 

２９５,０００ 

７３,９７６ 

 

 

長期借入金

 

 

 

８,７３４,０００ 

 

 

 

取引条件及び取引条件の決定方針等 

(注) １. 資金の借入については、市場金利を勘案して利率を決定しております。 

(注) ２. 経営指導料支払い前の年間営業利益が一定額を上回った場合、年間売上高およびＧＯＰの一定率を経営指導料として 

    支払うこととしております。 

 

 

9. １株当たり情報に関する注記 

（１）１株当たり純資産額             △１４５，１８５.２ 円 

 

（２）１株当たり当期純損失             △２３，５３９.１ 円 

 


